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「令和の日本型学校教育」と特別支援教育

明星大学

小　貫　　　悟
令和3年1月に中教審によって発信された令和

時代の学校教育の在り様の柱は「〈個別最適な学

び〉と〈協働的な学び〉の一体的な充実」であ

る。つまり、これが公教育の将来構想イメージで

もある。

そして、その発信内容は、

多様な子供たちを誰一人取り残すことなく育

成する「個別最適な学び」と、子供たちの多様

な個性を最大限に生かす「協働的な学び」の一

体的な充実が図られることが求められる。

である。

私は、ここにある文言に初めて触れたとき「特

別支援教育」を語っているのではないかと錯覚し

た。おそらく通常の学級を念頭においた公教育の

教育観が特別支援教育における感覚に近づいてき

ているようである。

それにしても、特別支援教育に長く携わってき

た人間にとって夢のようなこの発想には、「果た

して実現可能なのだろうか？」と、余計な疑いも

持ってしまう。学校現場では「このような理想は

あってほしいけど、現実にその絵を想い浮かべる

ことが難しい」との声も聞く。しかし、一方で、

そう発言している教師自身も、一私人として我が

子のことになれば「個別最適な学び」を強く求め

たい様子なのである。つまり、学校に通う子を持

つすべての保護者の中で「個別最適な学び」を求

めない人はいないわけだ。現行の学習指導要領の

キー概念の「主体的、対話的で深い学び」のフ

レーズに心躍らなかった国民も、おそらく「個別

最適な学び」には多少なりの関心を向けてしまう

のかもしれない。それだけ多くの国民が望むもの

が、教育現場単独の技術的な不安感だけで、しぼ

んでいくとは到底思えない。この未来イメージは

信じてみても良さそうな気になる。

そもそも「〈個別最適な学び〉と〈協働的な学

び〉の一体的な充実」とは、特別支援教育で追及

してきた「合理的配慮」の視点そのものである。

ここに「〈通常の学級における教育〉と〈特別支

援教育〉の一体的な充実」の未来を重ね夢想する

のは、私だけであろうか。
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